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鶴居村タンチョウフェスティバル 開催される!!
「豚汁販売」ＪＡ女性部鶴居支部・「根釧牛乳の無料試飲」ＪＡ青年部鶴居支部

二
月
七
日
、
鶴
居
村
総
合
セ

ン
タ
ー
前
庭
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、

第
二
十
九
回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ

ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
、

消
費
拡
大
で
根
釧
牛
乳
の
無
料

試
飲
を
行
な
い
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
下
雅
幸
副
支
部
長
は
、「
寒

い
中
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
は

大
好
評
で
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
た
く
さ
ん
の
皆
様

に
地
元
産
の
牛
乳
を
飲
ん

で
も
ら
う
た
め
、
部
員
達

で
協
力
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部

は
、「
豚
汁
」
を
販
売
し

松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、

「
地
元
産
の
野
菜
を
使
っ

た
豚
汁
は
美
味
し
く
出
来

上
が
り
大
変
好
評
で
す
。」

と
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス
ト
や

タ
ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
、

雪
中
宝
探
し
な
ど
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
大

変
盛
況
で
し
た
。

ホットミルクで体もポカポカ!!

地元産の野菜を使った豚汁
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営農計画樹立協議 終了
～更なる経営基盤の強化を!!～

平
成
二
十
七
年
度
、
北

海
道
の
酪
農
畜
産
経
営
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
の
大
筋
合
意
に
よ

り
、
一
部
の
関
税
撤
廃
や

引
下
げ
、
輸
入
枠
の
拡
大

な
ど
、
合
意
の
内
容
は
、

今
後
の
酪
農
畜
産
業
界
に

大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
不
足
や
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
、
酪
農
・

畜
産
農
家
戸
数
の
減
少
、
乳

用
・
肉
用
牛
頭
数
の
減
少
等

生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
の
生
乳
生
産
は
、

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
開
始

さ
れ
る
「
北
海
道
生
乳
生
産

基
盤
安
定
供
給
強
化
対
策
」

に
基
づ
き
、
増
産
型
の
生
産

体
制
を
目
指
し
た
生
乳
生
産

計
画
と
な
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
組
合
員
の
皆
様
方
が
中

期
的
展
望
に
立
っ
た
経
営
戦

略
の
も
と
、
家
族
・
社
員
総

意
に
よ
り
目
標
達
成
に
向
け
、

責
任
あ
る
計
画
の
遂
行
を
ご

期
待
致
し
ま
す
。

１月18日から１月末にかけ、四地区で平成28年度営農計画樹立協議が行なわれました。

白　糠

音　別

幌　呂
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二
月
四
日
、
本
所
で
Ｊ
Ａ

青
年
部
鶴
居
支
部
に
よ
る
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
北
海
道
農
協
青
年

部
協
議
会
斉
藤
和
弘
会
長

を
迎
え
、「
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ

ツ
視
察
研
修
の
報
告
と
感

想
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
青
協
主
催
に
よ
る

今
回
の
視
察
で
は
、
オ
ラ
ン

ダ
と
ド
イ
ツ
の
牧
場
や
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
等
を
視
察
し
、
各

国
の
酪
農
に
対
す
る
取
り
組

み
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

二
月
六
、
七
日
の
二
日
間
、
釧
路

市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
く

し
ろ
冬
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
多
く
の
来
場
者
が
集

ま
る
中
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
食

品
ま
つ
り
、
消
費
者
ま
つ
り
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
は
、

「
釧
路
の
牛
乳
を
モ
ー
ッ
と
飲
も
う

‼
」
と
銘
打
ち
、
根
釧
牛
乳
の
無
料

試
飲
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
石
黒
隆
行
部
長

は
、「
消
費
者
の
方
々
と
接
し
な
が
ら

牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
事
は
大
切

だ
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話

し
て
頂
き
ま
し
た
。

説明する斉藤和弘氏

根釧牛乳を配布する石黒隆行部長

「くしろ冬まつり」で根釧牛乳をＰＲ!!　釧路地区農協青年部協議会

１
月
よ
り
、
音
別
支
所 

営
農
課
横
に
、
喫
煙
室
を

設
置
し
完
全
分
煙
化
し
ま

し
た
。
今
後
も
快
適
な
職

場
環
境
作
り
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。
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第28回ＪＡ北海道大会「パネリストからの提言」

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂

き
ま
し
た
「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
、
近
藤
龍
夫
氏
の
提

言
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
が
率
先
し
て
国
民
へ
の

農
業
価
値
理
解
活
動
を

農
業
価
値
と
は
農
業
の
存
在
価

値
的
な
意
味
合
い
と
理
解
し
て
頂

き
た
い
。

世
界
的
に
は
、『
国
土
を
確
保
し

て
守
る
こ
と
』、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

確
保
す
る
こ
と
』、『
農
業
を
主
と

す
る
食
を
守
る
こ
と
』、
こ
の
３

つ
が
国
と
し
て
最
低
限
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

国
家
的
に
食
・
農
業
を
価
値
あ

る
重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い

る
国
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
食
・
農
業

を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
農
業

の
重
要
性
、
農
業
価
値
が
忘
れ
ら

れ
て
き
た
感
が
す
る
。

将
来
的
に
は
世
界
的
な
食
料
危

機
が
さ
さ
や
か
れ
始
め
て
お
り
、

今
こ
そ
農
業
の
重
要
性
の
国
民
的

な
理
解
が
必
要
。
政
治
や
、
幼
少

教
育
の
場
な
ど
を
通
じ
て
農
業
立

国
北
海
道
が
率
先
し
て
理
解
活
動

を
行
っ
て
い
く
べ
き
。
こ
の
理
解

こ
そ
が
正
し
い
農
業
の
普
及
に
つ

な
が
る
力
に
も
な
る
。

北
海
道
農
業
実
現
に
向
け
国
の

制
度
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
お
い

て
、
国
民
に
必
要
な
基
礎
的
な
食

材
に
あ
た
る
重
要
品
目
に
つ
い
て

は
、
国
が
一
定
の
自
給
力
を
確
保

す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

確
た
る
生
産
目
標
と
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
政
策
・
制
度
を
定
め
る
。

そ
し
て
、
目
標
達
成
に
協
力
す
る

優
良
な
農
家
が
安
心
し
て
生
活
し
、

生
産
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
守
る
べ
く
と
こ
ろ
は
守
る
な
ど

し
て
、
生
産
環
境
を
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
環
境
づ
く
り

の
政
策
提
言
や
生
産
活
動
の
推
進

す
な
わ
ち
農
業
価
値
向
上
の
け
ん

引
役
と
し
て
、
北
海
道
が
産
学
官

一
体
と
な
っ
て
国
を
動
か
し
て
実

現
を
目
指
す
べ
き
。

こ
れ
ら
が
実

現
し
て
こ
れ
ま

で
の
猫
の
目
の

よ
う
に
変
わ
る

対
策
型
の
政
策

で
は
な
く
不
動

の
政
策
と
な
れ

ば
、
国
民
と
り
わ
け
農
業
者
の
望

む
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、「
若
者
が

欲
し
が
る
農
業
」
と
し
て
目
指
す

と
こ
ろ
が
明
確
に
な
る
の
で
、
将

来
に
希
望
が
も
て
る
北
海
道
農
業

が
実
現
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
信
じ
て
い
る
。
行
き
つ
く
と
こ

ろ
、
日
本
の
農
業
は
、
北
海
道
的

な
農
業
に
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
。

そ
れ
が
、
世
界
の
常
識
的
な
農
業

の
姿
。

積
極
的
に
中
央
に
出
て
い
き
、

国
の
制
度
作
り
に
参
加
す
る
。
北

海
道
農
業
に
近
い
制
度
を
つ
く
る

よ
う
に
も
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
は

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
大

学
に
も
担
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

例
え
ば
農
業
に
経
済
的
な
セ
ン
ス

を
入
れ
る
と
き
も
、
経
済
家
で
は

な
く
、
農
業
経
済
は
農
家
が
や
れ

る
よ
う
北
海
道
大
学
に
力
に
な
っ

て
も
ら
う
。
農
業
経
済
は
農
家
に

任
せ
て
お
け
と
い
う
く
ら
い
、
農

業
者
は
日
本
経
済
全
体
に
も
関
わ

っ
て
い
く
力
を
持
つ
べ
き
で
、
農

業
の
専
業
地
帯
で
あ
る
北
海
道
か

ら
発
信
す
る
の
が
産
学
連
携
の
形

で
あ
る
。

そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
農
業
構
造
を

変
え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。
や

は
り
、
北
海
道
か
ら
発
信
し
て
い

く
の
が
一
番
素
直
な
姿
で
あ
り
、

ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
欲

し
い
。

最
後
に
一
言

力
強
い
農
業
が
今
回
の
大
会
の

基
本
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
生
産
、
加
工
、

流
通
、
販
売
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
農
業
に
は
特
に
科
学
的
に
、

そ
し
て
経
済
学
的
に
も
世
界
の
最

先
端
、
高
度
化
を
図
っ
て
日
本
の

農
業
を
リ
ー
ド
す
る
、
そ
ん
な
北

海
道
農
業
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。

～
第
２８
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

農
業
価
値
の
向
上
を
け
ん
引
す
る
北
海
道
農
業

若
者
が
ほ
し
が
る
我
が
国
農
業

北
海
道
経
済
連
合
会　

名
誉
会
長
　
近
藤
龍
夫
氏

近
こん

藤
どう

龍
たつ

夫
お

氏
北海道経済連合会 名誉会長
公　　益
社団法人北海道観光振興機構 会長
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農林水産省からのお知らせ
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■平成27年度 　生乳生産実績（12月）
月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,694,432.5 105.6 76,320,159.7 104.0
（鶴居地区） 2,928,230.9 106.0 26,132,209.4 105.9
（幌呂地区） 2,309,914.4 107.8 19,943,213.0 102.6
（白糠地区） 1,831,739.2 102.0 16,089,386.5 103.4
（音別地区） 1,624,548.0 106.0 14,155,350.8 103.4

管 内 計 44,868,655.5 104.2 399,703,254.9 102.4
（前年度管内計） 43,077,290.6 390,239,022.1

■平成27年度 　生乳生産実績（1月）
月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,790,788.0 104.6 85,110,947.7 104.1
（鶴居地区） 2,937,462.5 103.6 29,069,671.9 105.7
（幌呂地区） 2,358,074.1 108.3 22,301,287.1 103.1
（白糠地区） 1,841,621.9 99.7 17,931,008.4 103.0
（音別地区） 1,653,629.5 106.9 15,808,980.3 103.8

管 内 計 45,424,997.0 102.6 445,128,251.9 102.4
（前年度管内計） 44,259,126.8 434,498,148.9

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  韓国や中国などでは、口蹄疫や鳥インフルエンザの発生が現在も続いてお
ります。他国の事ではありますが、自分達で日頃から出来る衛生習慣の維
持及び防疫対策の徹底に努めて参りましょう。

大変お世話になりました。
１月31日をもって退職しました。

小　林　和　幸　　音別支所 乳牛検定事業担当事務局長
田　中　英　靖　　営農部 営農課哺育育成センター係長

理　事　会　報　告
12月定例理事会　平成27年12月22日（火）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．11月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．盗難カードによる被害額の補償について
６．内部審査の結果について
付議事項�
議案第１号　�ＪＡ全国監査機構期中監査の結果につ

いて
議案第２号　�平成２７年度（第３四半期）にかかる

監事監査の結果について

議案第３号　融資の承認について
議案第４号　営農計画樹立基本方針の設定について
議案第５号　�特定組合員に係る特別運用基準の対象

組合員について
議案第６号　理事と組合との契約承認について
議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　特定個人情報取扱規程の制定について
議案第９号　諸規程等の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�当面の業務日程について

１月定例理事会　平成28年１月28日（木）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．12月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．平成27年度決算見込みについて
６．�事務受委託契約締結組織の無通告監査の報告に
ついて

付議事項�
議案第１号　�営農振興資金の貸付について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　�搾乳素牛増頭対策事業要領の制定につ

いて

議案第４号　�大学と農協との産学連携協力に関する
協定書の締結について

議案第５号　�役員推薦会議運営要領の一部変更につ
いて

議案第６号　�役員選任実施要領の一部変更について
議案第７号　�役員の任期満了にともなう役員選任実

施事項について
議案第８号　固定資産の取得について
議案第９号　固定資産の修繕について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について
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■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
101—
平
成
28
年
２
月
発
行

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

乳
牛
改
良
が
進
む
中
、
一
頭
当
た

り
乳
量
は
徐
々
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
牧
草
の
栄
養
価
は
、
向

上
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

最
近
の
飼
料
分
析
値
か
ら
、
イ
ネ

科
主
体
の
一
番
草
は
、
粗
繊
維
含
量

が
高
く
粗
蛋
白
質
が
₁₀
％
以
下
の
低

い
サ
ン
プ
ル
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。Ａ

地
区
で
実
施
し
た
植
生
調
査

（
図
１
）
か
ら
は
、
雑
草
が
多
く
、

マ
メ
科
牧
草
は
₁₀
％
程
度
と
少
な
い

実
態
が
分
か
り
ま
す
。
乳
牛
の
栄
養

を
補
う
た
め
に
良
質
の
蛋
白
質
、
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
む
マ
メ
科
牧
草（
表
１
）

を
見
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
？
。

●
赤
ク
ロ
ー
バ

•
越
冬
性
に
優
れ
、
土
壌
環
境
を
選

ば
ず
に
栽
培
で
き
嗜
好
性
に
優
れ
ま

す
。（
写
真
１
）

•
永
続
性
は
短
く
三
〜
四
年
程
度
で
、

利
用
年
限
が
短
い
の
が
欠
点
で
す
。

ま
た
、
一
番
草
刈
り
後
の
再
生
力

が
チ
モ
シ
ー
よ
り
も
旺
盛
で
、
気
象

条
件
等
に
よ
っ
て
は
チ
モ
シ
ー
を
抑

圧
し
、
優
占
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
白
ク
ロ
ー
バ

•
多
少
の
不
良
環
境
で
も
生
育
し
や

す
い
た
め
、
北
海
道
に
お
い
て
最
も

多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
ク
ロ

ー
バ
は
採
草
、
放
牧
と
用
途
が
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
２
）

•
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
の
茎
は
地
面
に
接
し

て
伸
び
る
ラ
ン
ナ
ー
で
広
が
り
ま
す
。

草
地
に
で
き
る
裸
地
を
う
め
て
雑

草
の
侵
入
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

•
近
年
土
壌
凍
結
に
強
い
品
種
が
出

た
こ
と
か
ら
栽
培
面
積
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
カ
リ
性
の
や
や
乾
燥

し
た
土
壌
を
好
み
、
直
根
で
土
壌
深

く
ま
で
根
が
入
り
物
理
性
の
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
干
ば
つ
に
強
い
の
で
播
種

量
が
多
い
と
チ
モ
シ
ー
を
抑
圧
す
る

こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

（
写
真
３
）

●
ガ
レ
ガ

• 

発
芽
定
着
が
難
し
い
草
種
で
す
が
、

地
下
茎
で
増
え
、
永
続
性
他
、
多

く
の
魅
力
あ
る
特
性
を
備
え
て
い

る
。
栄
養
価
の
低
下
が
緩
慢
で
倒

伏
し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
４
）

最
後
に

草
種
の
特
徴
を
理
解
し
、
更
新
や

追
播
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
作
成
）

図１　Ａ地区植生調査結果

表１　草種毎の成分の違い

イネ科
44％

マメ科
10％

雑草他
46％

n=83

％
草 種

粗蛋白 Ｃａ NDF

チ モ シ ー 8 0.3 67

アルファルファ 19 1.1 58

ガ レ ガ 13 1 56

＊H25年６月17日刈取り
（中西部支所展示ほデータより）

写真１　赤クローバ品種展示ほ

写真２　白クローバ品種展示ほ

写真３　注目されるアルファルファ写真４　ガレガの開花の様子

蛋
白
の
自
給
に
向
け
て

～
マ
メ
科
牧
草
の
活
用
で

栄
養
価
を
改
善
し
よ
う
～

マ
メ
科
牧
草
の
種
類
と
特
徴


